
特別企画

ま ち の 安 全 遺 産

火 の 見 や ぐ ら を 語 る
黒部ダム建設工事関連施設として大町市の高瀬川に誕生して60余年。

昭和42年に穂高のまちなかに移築再生され、地域の安全を見守ってきた

火の見やぐらが、その役割を終えて間もなく姿を消そうとしています。

黒部からやって来た地域防災の要・安全遺産の火の見やぐらとして、住民の

皆さんに愛されてきた火の見やぐらについて語る集まりを開催いたします。

日 程 令和5年10月1日（日）

時 間 10：00～11：30
（11：30頃、火の見やぐらのもとへ移動）

会 場 穂高町区公民館
（安曇野市穂高5960-3）

定 員 50名（先着順）

ココブラ信州実行委員会

NPO法人安曇野ふるさとづくり応援団・安曇野案内人倶楽部

０２６３-８４-５０２１（ココブラ信州事務局 高松)

主催

共催

問合せ

【新型コロナウィルス対策について】
・会場では消毒にご協力ください。
・マスク着用は任意といたしますが、
周囲へのご配慮をお願いします。

穂高町区・等々力町区協力

内 容

◎火の見やぐら研究家によるミニ講座

題：火の見櫓あれこれ

講師：平林 勇一（一級建築士・火の見ヤグラ—）
著書『あ、火の見櫓！ 火の見櫓観察記』

◎座談会

・火の見やぐら建設当時の消防団員の方々ほか

※座談会終了後、火の見やぐらのもとへ移動し、
現地鑑賞を行います（自由参加）
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